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はこれを Cavity と称することとした．Cavity の形成を抑制するには，連続粒度で，かつ骨






がって，Cavity の形成が抑制されることを確認した．  
本論文は，以上の検討内容を第 1 章から第 6 章に分けて論述している．各章の概要を以
下に示す．  
第 1 章では，老朽化が進む NEXCO 三社の高速道路の現状と橋梁レベリング層について
の課題を明確にし，本研究の目的を述べた．  




























SMA の層間に存在する Cavity に到達すると，水平方向に伸展して行く．これにより高性









Cavity の形成が抑制される特性も保持されることが確認された．  
第 6 章では，本研究で得られた成果を取りまとめるとともに，今後の課題について整理
して言及した．  
